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接ぎ木の癒着は穂木と台木の間を新たに分裂した細胞が埋めることで行われ、この細胞分裂には植物ホルモンのオーキシンが
必要であることが知られています。しかしながら、接ぎ木過程におけるオーキシンを介した細胞分裂の促進の仕組みは明らか
にされていませんでした。今回、共同研究グループはモデル植物であるシロイヌナズナの芽生えを用いて、オーキシンによっ
て誘導される2つのNAC型（NAM, ATAF and CUC）転写因子が冗長的に働いて、胚軸間接ぎ木における維管束組織の細胞分裂
を促進することを明らかにしました。また、オーキシンが植物ホルモンのジベレリンの合成を促すことで、支持組織である皮
層の細胞成長にかかわることも判明しました。この研究成果は植物の傷害回復・組織再生の基礎的な分子メカニズムの解明に
繋がるだけでなく、NAC型転写因子を制御することで接ぎ木の困難な植物種においても接ぎ木の実現が期待されます。
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